
２０２６年４月１６日 

東海旅客鉄道株式会社 

営業車検測装置を搭載した車両の名称・ロゴマークについて 

 東海道新幹線ではこれまで営業車での検測を可能とする技術開発を進めてきましたが、２０２５

年１０月に発表※1したとおり、今まで開発してきた営業車検測の技術によって、ドクターイエロー

の全ての検測機能および社員が現地で行っている検査業務の一部の代替が可能となりました。これ

により、地上設備の高頻度な状態監視を行い、設備のトラブルを未然に防止することで東海道新幹線

の輸送の安全性が向上するとともに、係員による設備検査の労力が軽減されます。 

この度、営業車検測機能を搭載したＮ７００Ｓの名称・ロゴマークを決定しましたのでお知らせ

します。 

１．名称・ロゴマーク 

（１）名称 

   「ドクターＳ（ドクターエス）」 

・最新型車両「Ｎ７００Ｓ」、「Ｓ Ｗｏｒｋ車両」や「S Wi-Fi for Biz」など、東海道新幹線

のブランドイメージとして定着した「Ｓ」を使用

・「ドクター」の名を冠し、ドクターイエローの役割を受け継ぐ車両であることを表現 

（２）ロゴマーク 

２．ロゴマークの配置箇所（別紙） 

両先頭車両および奇数号車（１編成あたり計２０箇所） 

３．その他 

・ドクターＳの営業車両としての走行開始は２０２６年１０月を予定しています。その後、試験

運用や確認試験を完了したのち、２０２７年１月に検測機器の運用開始を予定しています。

・ドクターＳは計４編成（各１６両）を投入します。

・ドクターイエロー（Ｔ４編成）の車体に使用されていたアルミ部材を水平リサイクル※2し、ド

クターＳの車体の一部（屋根部、側面部）に使用します。

※1 2025年10月16日プレス「東海道新幹線 新しい営業車検測技術の開発について」

※2 水平リサイクル：使用済製品を原料として用いて同じ種類の製品に循環利用するリサイクル

「Ｓ」を黄色で表現することで、 

ドクターイエローの役割を受け継ぐ車両であることを表現 



ロゴマークの配置箇所別紙

Ｎ７００Ｓのシンボルマークに
「Ｄｒ．Ｓ」を付与

先頭車車両のドア横に配置

両先頭車両の左右２箇所（１編成あたり４箇所） 奇数号車の左右２箇所（１編成あたり１６箇所）


